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１．開催日時 
2006 年 12 月 18 日（移動日）、19 日－22 日(全 4日) 

２．開催目的 
（１）教育分野地方分権化に関する戦略の策定、実施そして評価能力の向上を目指し、中

西部アフリカ地域各国における情報と経験を共有する。 

（２）ニジェール国住民参加型学校運営改善計画プロジェクトの視察を通し JICA 事業に対

する各国 C/P の理解を深める。 

 
３．セミナープログラム 

 
年月 時間 活動 場所 

12 月 18 日 20 :00 参加者到着（参加者一部は、陸路にて到着） ニアメ 
8 :30 ‒ 9 :00 
9:00 ‒ 12:00 
 
 

セミナー開会セレモニー 
参加者から各国の学校管理委員会、地方分権化
について発表（ブルキナファソ、マリ、ニジェ
ール、セネガル） 

ニアメ 
(Grand Hotel
会議場） 

12 月 19 日 

13 : 30   
18 : 30 

コニ市（タウア州）出発 
コニ市到着 

 

8 :00 ‒ 12 : 30 コニ市周辺みんなの学校プロジェクト対象校
学校運営委員会活動視察 

コニ 12 月 20 日 

15 :00‒ 16 :00 
 
16 :30 ‒18 :00 

みんなの学校プロジェクト概要説明 
 
学校管理委員会に関する討議（グループディス
カッション） 

コニ 
(Hotel Motel
会議場） 

8 :00 
13 :00 

ニアメ出発 
ニアメ到着 

 
 

12 月 21 日 

15 :00‒ 18 :00 
 
 
 

学校管理委員会に関する討議（グループディス
カッション） 

ニアメ 
(Grand Hotel
会議場） 

8 :00 ‒ 10 :00 セミナー成果発表（ニジェールドナー関係者も
参加） 

12 月 22 日 

10 :00‒12 : 30 

 

12 : 30 

全体討議「学校とコミュニティーの協力－開発

途上国での展望」 

閉会 

ニ ア メ
(Hotel 
Terminus 会
議場) 

 
４．セミナー参加者 
ブルキナファソ、マリ、セネガル、ニジェールから専門家、企画調査員、JICA 担当者お

よび C/P 計 32 名参加。別添２参加者名簿参照。 

 
５．実施報告 
（１）全体概要 

セミナー開催にあたり、事前に参加者に各国の学校運営委員会および地方分権化政策の

-100-



 4

現状についてアンケートとセミナーでの発表を依頼し、その準備に沿って各国参加者から

の発表があった。その後、ニジェール国住民参加型学校運営改善計画プロジェクト対象サ

イト校（コニ市周辺）を訪問し、学校運営委員会活動を視察し、学校運営委員会委員、保

護者会員、住民との質疑応答を行った。視察後、みんなの学校プロジェクトから学校運営

委員会通した学校運営への住民参加促進のためのミニマムパッケージである①保護者会委

員および学校運営委員会委員の民主的選出、②学校活動計画の策定、実施、モニタリング・

評価、③学校運営委員会連合・担当官・監督官による学校運営委員会モニタリングのシス

テム、を中心としたプロジェクトの説明を行った。セミナー後半、学校運営委員会活動の

展望についてグループディスカッションを実施し、グループごとの結論を、最終日にニジ

ェール国他ドナーおよび教育相関係者も参加したセミナー（参加者別添３参照）において

発表した。さらに、この発表を元に、「学校とコミュニティーの協力－開発途上国での展望」

をテーマとした全体討議を行った。 

 

（２）各国参加者の発表概要 

１）ブルキナファソ 

教育分野におけるコミュニティーによる活動主体は以下の通りである。 

① 1958 年に設置された保護者会 

② 女子就学率の低い地域で 1992 年から実験的に導入され 1997 年に全国展開された     

母親会 

③ 1994 年に衛星学校と識字学校（約 300 校）に設置された学校運営委員会 

これらは、教育へのアクセス、運営、そして教育開発を目指し、社会全体の動員を促すた

めの組織の必要性から設置された。これら三機関を統合する体制は存在せず、従って三者

の関係は組織化されていない。 

 

保護者会および母親会の目的は以下の通りである。 

(i) 教育施設の適切な使用のための活動 

(ii) 保護者への学校関連の情報の伝達 

(iii) 教育改善に関する活動の助成と推進 

(iv) 学校組織運営に対する保護者の参加について啓蒙  

(v) 生徒の学習状況の定期モニタリング 

(vi) 女子の就学促進（特に母親会） 

 

保護者会、母親会、学校運営委員会の活動は  

(i) 教室と教員宿舎の建設、修復教室  

(ii) 学食の建設、  

(iii) 教員用教材および必要物品の購入、  
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(iv) 教員・住民間の問題仲裁、 

(v) 女子の就学促進に関する啓発活動、  

(vi) 活動実施のための計画立案および資金調達、 

と規定されている。 

 

保護者会の問題点として確認されている点は 

① 保護者会が機能していない、 

② 保護者会・教員間での協議が欠如している、 

③ 内部規定、規約等基礎となる法規が社会環境へ適応されていない、 

などの原因がある. 

 

特に保護者会の機能していない理由としては、 

(i) 責任者の非識字に起因する規約・内部規定等に対する無知、  

(ii) 適切な見通しに基づいた予算の欠如による資源管理の悪さ、  

(iii) 事務局の一部の委員による責任回避、  

(iv) 分担金徴収システムの不整備、  

(v) 活動モニタリングメカニズムの欠如、 

に原因があるとされている。 

 

上記の問題に対し、ブルキナファソ政府が打ち出した対応策は、 

(i)  保護者会責任者の組織運営に関する能力向上および学校管理への適切な参加

を促進するための研修実施機関の設置、  

(ii) 学校管理を適切に機能させるための最善の組織設置、  

(iii) 効率向上を目的とする詳細な法令の策定、  

(iv) 教育プロジェクトを実施する関係者と教育に従事する組織の存在の承認 

となっている。 

     

２）マリ 

マリにおける教育開発の発展は、大きく三段階に分けられる。①植民地時代、②保護者

会を通じて教育システムへの保護者の貢献がみられた 1962 年から 1980 年代、③1999 年の

法律適用によって学校管理委員会（Comités de gestion Scolaire, CGS）が導入された時

期である。特に同法律は教育の地方分権化について規定しており、教育開発 10 ヵ年プログ

ラム（PDDE）のもと採られた教育システム変革のひとつである。 

その後、教育システムの方向性を定める同法律の一部条項策定のため、2003 年国家レベ

ルの会合が開催された。そこで、 

① 地方分権に則した学校管理・運営モデルの策定、 
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② 地方自治体への権限の段階的移譲、 

③ 学校関係者とパートナーの役割と責任・権限の管理と認識, 

の 3 点が採択された。特に学校の各責任者とパートナーへ付与された役割と責任に関して

は、以下のように規定された。 

(i) 政府：政策策定とその実施にかかる調整  

(ii) 地方自治体：教育開発に関するプログラムの策定・モニタリング 

(iii) コミュニティー： 学校建設地の決定とスクールマッピングの作成  

(iv) 保護者会：学校の問題への保護者の動員、活動のモニタリングと評価への参加 

促進  

(v)  学校管理委員会：住民への啓蒙と学校開発計画策定、実施 

その後国内 49 県でのワークショップを経て、2004 年に学校管理委員会の機能の創設、組織

およびその形態が定められた。現在、委員会は村の大きさに応じて 7～11 委員で構成され、

その設置は住民の責任の下行われている。 

 

３）ニジェール 

ニジェールにおいては、近年まで教育システムの計画および管理が中央集権的に実施さ

れており、資源管理における不透明性と学校管理への住民連座の欠如が問題視されてきた。 

この状況を改善するため、ニジェール政府は 

① 教育システムの方向性を示し地方自治体設立・権限委譲を定める法律を 1998 年

に発布 

② 教育監督機関設置と国家、州、その下部組織に顧問を配置 

③ 教育へのアクセス改善、質の向上、教育機関のマネージメントの改善を目指す教

育開発 10 ヵ年計画（PDDE）の策定と実施 

④ 学校管理委員会の設置 

などの政策を実施した。これらの政策のうち、学校運営委員会設置の目的は、コミュニテ

ィーを基本とし全ての現地学校関係者を、学校計画、運営、管理にさらに巻き込みつつ、

責任を移譲することである。学校運営委員会の主な貢献は、 

① 就学促進（特に女子）のための住民啓蒙、 

② 教材および学校必要品の確保もしくは受け取りと管理、 

③ 学校インフラと学用品の維持・管理、 

④ 学校活動計画の策定、実施、モニタリング・評価、 

⑤ 学校の健康・衛生環境の改善、 

などである。学校運営委員会のモニタリング体制は、国家レベルで学校運営委員会推進

局、州レベルで学校運営委員会監督官、コミューンレベルで学校運営委員会連合、視学

官レベルで学校運営委員会担当官が設置され機能している。 特に学校運営委員会連合は

参加国のうちニジェールのみに存在し、以下の機能を有している。 

-103-



 7

(i) 総会を通じて学校運営委員会連合事務局委員の民主的の選出 

(ii) 学校運営委員会連合内の各学校運営委員会のモニタリング 

(iii) 市場、伝統的情報網を活用して情報伝達を促進、 

(iv) コミューンに対する交渉窓口 

 

学校運営委員会能力強化において、ニジェールの経験から 

① 民主的選出のプロセス、 

② 学校活動計画の策定、実施、モニタリング・計画、 

③ 学校資産の管理 

という研修のミニマムパッケージが抽出された。ニジェールは本セミナー参加国の中でも、

学校運営委員会に関して最も経験があるように思われる。 

現状の学校運営委員会政策の問題点としては、 

① 教育分野で活動する全てのパートナーにおける共通モデルと戦略の欠如、 

② 政府による学校運営委員会の構成・活動についての相次ぐ変更による学校運営委

員会理解に関する混乱 

③ 学校運営委員会担当官の（および時に時間）の欠如、 

④ 学校運営委員会委員の非識字率の高さ（特に村落部において）、 

⑤ 変革に対する一部関係者の抵抗 

が挙げられる。そこでニジェール政府は今年、関係者の協力を得て、解決策を探るべく調

査を始めた。それらは 

① 学校運営委員会モデルとその普及戦略の策定と普及、 

② 簡素かつ適応可能な学校運営委員会の研修方法の開発と普及、 

③ 学校運営委員会能力強化のプロセスにおける識字教育の重要性、 

④ 学校運営委員会連合ならびにその地方自治体との関係における役割と機能の定義、 

⑤ 学校運営委員会担当官の移動手段の確保 

である。 

 

４）セネガル 

セネガルでは、2000 年に策定された教育 10 ヵ年計画（Plan Décennal de l’Éducation et 

de la Formation (PDEF)）によって学校管理の地方分権化プロセスが開始した。その後、

権力分化と地方分権化に関する政策の二つの発令と同様に、それらを推し進めるための管

理組織が設置された。それぞれ、 

① 大統領管轄CONSEF (Conseil National de la Scolarisation et de l’Enseignement 

Formel)  

② 政府レベルで CNCS 

③ 州レベルで CRCS 
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④ 県レベルで CDCS 

⑤ コミューンレベルで CLEF 

⑥ コミュニティーレベルで学校管理委員会(Comité de Gestion des Ecoles, CGE) 

 が設置された。 

 

これら組織は、それぞれ、以下のような教育計画を作ることが義務付けられている。①

（CONSEF）、②PDEF（CNCS）、③PRDE（CRCS）、④PDDE（ CDCS）、⑤PLDE（CLEF）、⑥PE（CGE）

その結果、2002 年の発令によって、学校での他の既存管理組織を統合する形で学校管理委

員会が設置された。 

セネガル政府は、学校プロジェクトを引き金に地方分権化のプロセスを進めたいと考え

ている。それによって、コミュニティーによる自発的な参加を促し、教育での需要を満た

す計画策定が可能となる。学校プロジェクトは県委員会にも承認され、予算は 1 700 000 

Fcfa にも上る。委員長と会計役の出席のもと財源は学校管理委員会に移譲され、 同委員会

により引き続き会計管理が行われる。 

 

（３）セミナー成果 

グループディスカッションでは、「機能する学校運営委員会のための活動の方向性」「教

育開発における最良の貢献に対する機能する学校運営委員会の方向性」について 2 グルー

プで議論した。 

前者のグループからは「機能する学校運営委員会のための活動の方向性」にとって必要

不可欠な活動として 

① 住民の動員 

② 学校運営委員会委員の民主的選挙の実施 

③ 研修による学校運営委員会委員の能力強化 

④ 人的・物的・財的資源の動員 

⑤ モニタリング・評価システムの構築、 

が挙げられた。まず住民の動員については、教育制度についてコミュニティーの賛同を得

るため、情報提供、啓蒙、その他交流といった多様な戦略を投じる必要がある。その動員

を活かすために、新しい教育政策、学校運営委員会の役割・使命を適用した法令の策定な

らびに教育内容の管理などについての権限委譲を含む地方分権化政策の策定が考えられる。

次に、学校運営委員会を実施するためには、学校運営委員会委員に対する権限の付与、民

主的選挙を通じた学校運営委員会設置の承認と再認識が必要である。また研修を通して、

学校運営委員会委員に対して住民動員のための技術、計画策定、運営・資金管理、資源の

動員、モニタリング・評価の能力強化が必要である。人的・物的・財的資源に関しては、

コミュニティー、自治体、政府、パートナー、NGO との協力に基づいて調査の効率化のため

に最大活用をしなくてはならない。最後に、モニタリング・評価システムについては、活
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動の方向性を随時修正するため学校運営委員会の活動状況を確認するシステムを構築する

必要が議論された。その実施方法として、コミュニティーによる内部モニタリングと総会

での発表、補足モニタリング、州やパートナーによる外部モニタリング、州間および国家

間の評価が考えられる。 

後者のグループからは、「教育開発における最良の貢献に対する機能する学校運営委員会

の方向性」について、現在の政策によると①教育へのアクセス改善②教育の質の向上③教

育システム運営の強化、の３点について学校運営委員会が責任を有することが発表された。

①教育へのアクセス改善に関する活動については、 

(i)  教育の重要性についての啓蒙（特に女子教育） 

(ii)  教員へ支援  

(iii) 生徒の募集とその就学継続（特に女子） 

(iv)  学校インフラ（学校の場所、校舎の維持管理、改築）と物品（学用品の受け取り

と配布状況のモニタリング） への配慮 

(v)   スクールマッピングへの配慮とその情報収集への協力  

(vi)  教室の建設  

(vii)  学生食堂設置の支援、 

が挙げられた。 

②教育の質の向上のための活動については、 

(i)   教材と学用品の確保  

(ii)  教員への継続的な研修の支援 

(ii)  補講（特に女子学徒について）の実施  

(iii) 生徒および教員の通学、出欠状態のモニタリング  

(v) APP 実施に対する支援（理論と実践を関連させる）  

ことが挙げられた。最後に、 

③教育システム運営の能力強化については、 

(i) 学校での問題の解決に向けて、学校運営委員会、地方自治体、教員、保護者会、母

親会、オピニオンリーダー、労働組合、NGO 等による関係者間協議の枠組み設置  

(ii) マニュアル、食堂、学用品等学校資産の管理  

(iii) 契約教員の管理（受け入れ、住居、集会のための便宜） 

について議論された。 

 

（４）全体討議「学校とコミュニティーの協力－開発途上国での展望」 

アフリカの多くの国家では独立時から保護者会が存在するにも関わらず、学校は国家と

教員の問題であるとされてきた。その間保護者会の機能について多くの問題が認識されて

きたが、あるべき役割の多くは無視されてきた。2015 年までに全ての人に対して質の高い

教育を保証するためには、コミュニティーによって教育開発が図られることが明らかであ
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る。その上で、参加者からは国家の意思と約束が必要であるとした。すなわち、コミュニ

ティーの効果的な参加を基本とした教育改善のためのプログラムの策定と設置である。そ

こで、コミュニティーとその他の組織について、協働とそれぞれの役割についての選択肢

を与えることが必要である。学校とコミュニティーの持続的な協調についての展望は、国

家・コミュニティー間が役割を分担し、また関係者がその役割を受容しなくてはならない。

しかしながら、コミュニティーはその責任を遂行するために最低限の研修が必要であり、

国家がその役割を果たさなくてはならず、責任を放棄してはならない。 

 

６．評価 

 セミナー開催の第一の目的であった「教育分野地方分権化に関する戦略の策定、実施そ

して評価能力の向上を目指し、中西部アフリカ地域各国における情報と経験を共有する。」 

については、地方分権化という大きな枠組みではなく、学校運営委員会の役割と機能化、

コミュニティーとの関係性というテーマに絞ったこと、現場の視察を行ったことが、参加

者に具体的な戦略を考える枠組みを提供し、グループディスカッションは抽象的な議論に

流れず、具体的で建設的な非常にレベルの高い議論が行われた。結論は、みんなの学校プ

ロジェクトが試行している学校運営委員会設置、活性化のミニマムパッケージとほぼ同じ

内容となった。 

 第二の目的である「ニジェール国住民参加型学校運営改善計画プロジェクトの視察を通

し JICA 事業に対する各国 C/P の理解を深める。」については、みんなの学校プロジェクト

のアプローチと成果を参加者が確認し、セミナー終了前から、その応用についての議論を

していたことでもわかるように、目的は達成したと評価できる。 

 

 

以上 

 

別添資料 

別添１：仏語圏アフリカ地域学校管理委員会セミナー参加者名簿 

別添２：セミナー成果発表会議参加者名簿 

別添３－１：事前アンケート回答（仏語）（ブルキナファソ） 

別添３－２：事前アンケート回答（仏語）（マリ） 

別添３－３：事前アンケート回答（仏語）（セネガル） 
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別添２：セミナー成果発表会議および全体討議参加者名簿 
2006年 12月 22日会場 Hôtel Terminus会議室 

  

N° 氏名 所属／国 電話番号  E-mail 
1 Abdou Moussa JICA/NIGER - mousaabd@yahoo.fr 
2 Barry Mahamadou 基礎教育・識字省/BURKINA - - 
3 Simporé Blandie 基礎教育・識字省/BURKINA - kabland7@yahoo.fr 
4 Saikawa Shuhei 企画調査員/JICA Burkina - Saikawa.shuhe@jica.go.jp 
5 Samba Doucouré 基礎教育省 CADDE長/MALI - sdoucoure@yahoo.fr 
6 Mme Fofana Fily 

Traoré 
基礎教育省 CADDE長/MALI - filynanaassi@yahoo.fr 

7 Ousseini Halidou 基礎教育・識字省計画局/NIGER - halidouousseini@yahoo.fr 
8 Mme Moustaou 

Mariama Sanoussi 
基礎教育・識字省基礎教育総局基

礎教育局/NIGER 
BP 10593 Niamey 
Niger 

- 

9 Zakaria Seybou Tahoua 州基礎教育・識字局学校
運営委員会監督官/Niger 

227 20 610 440 
227 96 28 36 98 

- 

10  Mahaman 
Boukar Kolomi 

ZINDER 州基礎教育・識字局
/NIGER 

227 20 510 435 
227 96 56 02 83 

i2mmanager@yahoo.fr 

11 Ibo Issa NGO ONEN /Niger 227 20 72 47 96 
227 96 96 91 78 

ibo_tomka2005@yahoo.fr 

12 Ibrahim Goni 
Abdoulaye 

Zinder 州基礎教育・識字局学校
運営委員会監督官 /Niger 

227 96 98 68 45 
227 94 85 13 45 

 

13 Issa Namata PDDE実施国家モニタリング調整
役  

227 20 20 30 50 
227 93 93 72 65 

issa.namata@caramail.com 

14 Oumarou Farouk 
Moussa 

Tahoua 州基礎教育・識字局次長
/Niger 

227 20 610 440 
227 96 59 05 48 

- 

15 Damana Issaka 基礎教育・識字省学校運営委員会

推進局 CP/NIGER 
227 96 99 40 01 idamana@yahoo.fr 

16 Morishita 
Hiromichi 

JICA/SENEGAL 221 823 0022 morishita.hiromichi@jica.go.jp 

17 Kumiko Kaitani JICA/SENEGAL 221 644 2349 kaitani.kumiko@jica.go.jp 
18 Cheick Tidiane 

Diallo 
LOUGA州 IA /SENEGAL - debong11@yahoo.fr 

19 Macaty Fall JICA/SENEGAL - macatyfall.sn@jica.go.jp 
20 Amadou Moctar 

Ndiaye 
Linguère視学官/SENEGAL - moctariya@yahoo.fr 

21 Hamza Djibo NGO ONEN/NIGER 227 96 97 64 90 kaza4151@yahoo.fr 
22 Oumar Sall ANAFA/SENEGAL 221 514 0299 oumarsal2004@yahoo.fr 
23 Moussa Hima ルクセンブルク開発機関 /Niger - nigo16@intnet.ne 
24 Ghislain Spaak EIRENE/INDRAP - eirindrap@yahoo.fr 
25 Sayaka ITO JICA - syk3aaa@hotmail.com 
26 Nafiou Issiaka WFP/Niger - nafiou.issiaka@wfp.org 
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別添３－１：事前アンケート回答（仏語）（ブルキナファソ） 
ENQUETE POUR LES PARTICIPANTS DES PAYS DE L’AFRIQUE DE L’OUEST AU 

“SEMINAIRE INTERNATIONAL DU COMITE DE GESTION DE L’ECOLE” 
 

LE PAYS DES PARTICIPANTS＿Burkina Faso 
LES NOMS DES PARTICIPANTS (1)＿Madame SIMPORE Blandine 

LES NOMS DES PARTICIPANTS (2)＿Mahamadou BARRY 
 

 
L’OBJECTIF DE L’ENQUETE: 
・ La prise en compte au cours du séminaire des problèmes que les participants ressortiront 

dans cette enquête dans chacun des pays. 
・ Amener les participants à identifier les problèmes sur les comités de gestion de l’école qui 

pourront être résolus au cours du séminaire. 
・ Partager, avant le séminaire, entre tous les participants les situations et les problèmes que 

rencontrent les comités de gestion de l’école dans chaque pays. 
NB1) Les réponses à cette enquête reflèteront les avis de l’ensemble des participants d’un 

même pays. 
NB2) Les participants prépareront leur présentation au séminaire en fonction des réponses 

données dans cette enquête. 
 
 
１． SUR LE CONTEXTE POLITIQUE POUR LE SYSTEME DU COMITE DE 

GESTION DE L’ECOLE : 
1-1. Donnez le nom des textes qui régissent le système du comité de gestion de l’école et la 

date de leur adoption. Veuillez les résumez. En plus, vous mettrez le contexte de ces 
textes dans l’ANNEXE 1. 

·    Les textes portant création des APE datent de 1958 et ont été relus   en 1987 puis en 1991. 
Ces textes définissent l’organisation et régissent le fonctionnement des APE dans les 
écoles publiques et privées. 

·    Les AME ont vu jour en 1992 par une expérience menée dans une localité à très faible taux 
de scolarisation des filles. En 1997, l’expérience ayant produit des résultats satisfaisants 
a été étendue sur l’ensemble du pays dans les écoles publiques et privées. 

·    Les textes relatifs aux 学校運営委員会 ont été pris en 1994. Ces textes décrivent 
l’organisation et le fonctionnement des comités dans les écoles satellites et les centres 
d’alphabétisation. 

1-2. Donnez le système d’organisations, sous la forme d’organigramme, du comité de gestion 
de l’école aux niveaux national, de l’administration régionale et des écoles dans 
l’ANNEXE 2. 

APE : Association des parents d’élèves  
Niveau National : le conseil national des associations des parents            
d’élèves du primaire 
Niveau Régional : la coordination régionale des associations des            
parents d’élèves du primaire 
Niveau Provincial : le bureau provincial des associations des parents d’élèves du 
primaire  
Niveau Communal : le bureau communal des associations des            
parents d’élèves du primaire  
Niveau Circonscription d’ éducation de base : bureau des associations des parents 
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d’élèves de  la circonscription 
Niveau École : bureau de l’association des parents d’élèves de           
l’école.  

AME : Association des Mères Éducatrices 
Niveau National : pas encore de structure 
Niveau Régional : pas encore de structure 
Niveau Provincial : le bureau provincial des Associations des            
Mères Éducatrices 
Niveau Communal : le bureau communal des Associations des            
Mères Éducatrices 
Niveau Circonscription D’Éducation de Base : le bureau des Associations des Mères 
Éducatrices  de la circonscription 
Niveau École : le bureau de l’AME de l’École 

学校運営委員会 : Comité de gestion  
Niveau National : pas encore de structure 
Niveau Régional : pas de structure 
Niveau Provincial : pas de structure 
Niveau Communal : pas de structure 
Niveau Circonscription D’Éducation de Base : pas de structure 
Niveau École ou centre : comité de gestion de l’école ou du            
centre 

1-3. Quels fonctions et rôles les textes de votre pays donnent-ils aux comités de gestion de 
l’école? 

-    Mobilisation des communautés de base pour l’inscription des enfants et des femmes dans 
les écoles et dans les centres 

-    Mobilisation des communautés pour la prise en charge des dépenses liées au 
fonctionnement de l’école ou du centre 

-    Recherche des voies et moyens pour la prise en charge du fonctionnement de l’école 
-    Appui aux enseignants dans l’enseignement de certaines disciplines 
-    Suivi du travail des apprenants  
1-4. Donnez le nombre de personnes en charge du système de gestion de l’école aux niveaux 

national et régional? 
v    APE : à tous les niveaux d’échelon, le nombre des membres est de 10 
v    AME : le nombre des membres est de 10 à tous les niveaux 
v    学校運営委員会 : le nombre de membres est de 6 
 
1-5. Quel budget est alloué au système de gestion de l’école par le gouvernement et par 

l’administration régionale? 
L’allocation budgétaire n’est pas systématique. L’Etat intervient de temps à autre pour 

allouer des fonds en vue de la subvention à la cotisation des filles aux associations, l’achat 
de fournitures scolaires, la réalisation de sous projets communautaires au bénéfice de 
l’école.  

Ces allocations sont affectées jusqu’au niveau école ou centre pour la réalisation des 
activités. Il ne s’agit pas de budget à gérer selon le programme des associations et leur 
desiderata. La clef de répartition et les taux de décaissement des fonds sont élaborés et 
contrôlés par l’administration scolaire. 

Ces allocations sont affectées sous la forme de délégation (MEBA         Région         
province      circonscription        école). 

 
２． SUR LE COMITE DE GESTION A CHAQUE L’ECOLE; 
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2-1. Donnez la composition des membres du comité de gestion de l’école dans votre pays et 
les modalités de choix des membres. 

Chaque bureau comprend des membres actifs, des membres de droit et des membres 
honoraires. 

Est membre actif toute personne dont l’enfant ou la pupille fréquente cet établissement 
ou toute personne résidant dans l’aire de recrutement dudit établissement.Est membre de droit 
tout le personnel enseignant en poste dans ledit établissement. Sont  membres honoraires, 
les personnes morales (Imam, Catéchiste, Coutumier), les élus de la localité ou toute 
personne capable de soutenir et d’impulser les activités contribuant au fonctionnement des 
écoles aux centres. 

Tout bureau APE comprend 10 membres dont obligatoirement un minimum de 2 
femmes. La composition est la suivante :  
Président 
Vice président 
Secrétaire général 
Secrétaire général adjoint  
Trésorier général 
Trésorier général adjoint  
Secrétaire général à l’organisation  
Secrétaire général adjoint à l’organisation 
Secrétaire général à l’information 
Secrétaire général adjoint à l’information 

Tout bureau AME comprend 10 membres femmes. La composition est la même que 
celle de l’APE. 

Tout bureau 学校運営委員会  comprend 6 membres dont 50% de femmes. La 
composition est la suivante :  
Président 
Secrétaire général  
Secrétaire adjoint  
Trésorier général  
Trésorier adjoint  
Secrétaire à l’organisation.  

Pour tous les bureaux, seuls sont éligibles et électeurs les membres actifs. Le choix des 
membres du bureau se fait sur le mode de vote à main levée. Est élu, le candidat ayant obtenu 
le plus de voix. 
2-2. Existe-il un système de formation pour améliorer la capacité des membres du comité? Si 

oui, quel est le contenu? 
Il existe un système de formation à l’intention des membres des associations. Ces 

formations sont assurées par le Ministère de l’Enseignement de Base et de l’Alphabétisation 
et par des ONG, des Projets de développement. Le contenu est relatif à l’amélioration des 
compétences à l’organisation, à la gestion des ressources, à l’animation de groupe, à la 
maîtrise des rôles et attributions, à l’élaboration de micro-projets d’écoles. 
2-3. Elaborez-vous des plans d’action du comité de gestion de l’école? Et comment les 

élaborez-vous? 
Au Burkina, les associations sont des structures autonomes. Elles ont leurs règles 

d’organisation et de fonctionnement propres. L’administration scolaire n’intervient qu’en 
terme d’appui/conseil et d’encadrement. Certaines associations disposent de plans d’action 
qu’elles élaborent en début d’année scolaire. Le personnel enseignant participe à l’élaboration 
du plan d’action. Disons tout de même que très peu d’associations disposent de plans 
crédibles. 
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2-4. Comment les activités du comité de gestion de l’école au niveau local sont-elles 
financées? 

Les membres et les adhérents des associations cotisent des sommes variant entre 1 000 
F et 5 000 F. Les associations reçoivent parfois des dons d’ONG, de projets et de partenaires. 
L’État appuie également les associations par des financements pour acheter des fournitures, 
subventionner la cotisation des filles ou réaliser les micro-projets d’écoles. 
2-5. Y a-t-il un système de feedback des résultats au comité de gestion de l’école? Si out, 

comment est-il organisé? 
Le feedback des résultats se fait à travers des rendus de compte trimestriels en 

assemblée des parents ou par le biais d’outils de gestion élaborés par les partenaires ayant 
financé les activités ou élaborés par l’administration scolaire dans le cadre du 
suivi/évaluation. 
2-6. Les comites de gestion de votre pays mènent-ils des activités autres que celles définies 

par les textes régissant le système de gestion de l’école? Si oui, quelles sont-elles?  
Non. Les associations mènent uniquement les activités prévues par les textes. 
2-7. Existe-il un système d’échanges entre les comités de gestion des écoles dans votre pays? 

Si oui, comment cela se passe-t-il? 
Les pôles d’échanges des associations se situent au niveau des coordinations de 

circonscription, communales ou provinciales. Les autres moments de rencontres sont 
informels. Ces rencontres sont organisées par des ONG et d’autres partenaires de l’école. Ces 
rencontres se tiennent une fois /semestre (en début et en fin d’année scolaire) 
2-8. Quel est l’apport de la population dans les activités du comité? Et y a-t-il une association 

des parents d’élèves? Si oui, quelle relation a-t-elle avec le comité de gestion de 
l’école? 

La population constitue les membres actifs des associations. Les cotisations proviennent 
d’elle. Les activités (apport d’agrégats, main d’œuvre , mobilisation sociale, sensibilisation) 
sont exécutées par la population. 

Au Burkina la plupart des structures sont des associations des parents et des mères 
d’élèves. Les comités de gestion sont des structures auprès des écoles satellites et des centres 
d’alphabétisation. Dans une même localité (village) l’APE/AME et 学校運営委員会 
tiennent des rencontres de concertation. Ces rencontres sont tout de même rares. 
2-9. Quel est l’avis des partenaires techniques et financiers sur les comités de gestion de 

l’école dans votre pays? Quel type d’appui apportent-ils? 
 Les partenaires techniques et financiers sont conscients des efforts déployés par les 

associations et les comités. Ils sont aussi conscients des insuffisances dans leur organisation et 
leur fonctionnement. 

 Malgré tout, ils approuvent leur mobilisation et leur contribution au développement 
des écoles et des centres. Aussi, les partenaires techniques et financiers les soutiennent-ils par 
l’octroi de fournitures, de matériel didactique, de ressources financières ou par l’organisation 
de sessions de formation pour accroître leurs compétences. 

 
３． SUR LES PROBLEMS ET LA DISPOSITION; 

3-1. Quels sont les problèmes auxquels sont confrontés les comites de gestion de l’école 
dans votre pays? Et quelles sont les dispositions qui sont prises pour résoudre ces 
problèmes? 

Les problèmes se résument aux points suivants :  
- dysfonctionnement des associations et comités. 
- concertation insuffisante  
- inadaptation de certains articles de textes de base aux réalités actuelles. 
Les dispositions prises pour résoudre ces problèmes :  
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- formation des membres de bureaux 
- relecture de certains articles pour les  adapter aux réalités 
- organisation de rencontres d’échanges et de concertation.  
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別添３－２：事前アンケート回答（仏語）（マリ） 
ENQUETE POUR LES PARTICIPANTS DES PAYS DE L’AFRIQUE DE L’OUEST AU 

“SEMINAIRE INTERNATIONAL DU COMITE DE GESTION DE L’ECOLE” 
 

LE PAYS DES PARTICIPANTS＿Mali＿  
 

 
L’OBJECTIF DE L’ENQUETE: 
・ La prise en compte au cours du séminaire des problèmes que les participants ressortiront 

dans cette enquête dans chacun des pays. 
・ Amener les participants à identifier les problèmes sur les comités de gestion de l’école qui 

pourront être résolus au cours du séminaire. 
・ Partager, avant le séminaire, entre tous les participants les situations et les problèmes que 

rencontrent les comités de gestion de l’école dans chaque pays. 
NB1) Les réponses à cette enquête reflèteront les avis de l’ensemble des participants d’un 

même pays. 
NB2) Les participants prépareront leur présentation au séminaire en fonction des réponses 

données dans cette enquête. 
 
 
１． SUR LE CONTEXTE POLITIQUE POUR LE SYSTEME DU COMITE DE 

GESTION DE L’ECOLE : 
1-1. Donnez le nom des textes qui régissent le système du comité de gestion de l’école et la 

date de leur adoption. Veuillez les résumez. En plus, vous mettrez le contexte de ces 
textes dans l’ANNEXE 1. 

1-2. Donnez le système d’organisations, sous la forme d’organigramme, du comité de gestion 
de l’école aux niveaux national, de l’administration régionale et des écoles dans 
l’ANNEXE 2. 

1-3. Quels fonctions et rôles les textes de votre pays donnent-ils aux comités de gestion de 
l’école? 

1-4. Donnez le nombre de personnes en charge du système de gestion de l’école aux niveaux 
national et régional? 

1-5. Quel budget est alloué au système de gestion de l’école par le gouvernement et par 
l’administration régionale? 

 
２． SUR LE COMITE DE GESTION A CHAQUE L’ECOLE; 
2-1. Donnez la composition des membres du comité de gestion de l’école dans votre pays et 

les modalités de choix des membres. 
2-2. Existe-il un système de formation pour améliorer la capacité des membres du comité? Si 

oui, quel est le contenu? 
2-3. Elaborez-vous des plans d’action du comité de gestion de l’école? Et comment les 

élaborez-vous? 
2-4. Comment les activités du comité de gestion de l’école au niveau local sont-elles 

financées? 
2-5. Y a-t-il un système de feedback des résultats au comité de gestion de l’école? Si out, 

comment est-il organisé? 
2-6. Les comites de gestion de votre pays mènent-ils des activités autres que celles définies 

par les textes régissant le système de gestion de l’école? Si oui, quelles sont-elles?  
2-7. Existe-il un système d’échanges entre les comités de gestion des écoles dans votre pays? 

Si oui, comment cela se passe-t-il? 
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2-8. Quel est l’apport de la population dans les activités du comité? Et y a-t-il une association 
des parents d’élèves? Si oui, quelle relation a-t-elle avec le comité de gestion de 
l’école? 

2-9. Quel est l’avis des partenaires techniques et financiers sur les comités de gestion de 
l’école dans votre pays? Quel type d’appui apportent-ils? 

 
３． SUR LES PROBLEMS ET LA DISPOSITION; 

3-1. Quels sont les problèmes auxquels sont confrontés les comites de gestion de l’école 
dans votre pays? Et quelles sont les dispositions qui sont prises pour résoudre ces 
problèmes? 

 
 
 
ANNEXE 1) LE CONTEXTE DES TEXTES QUI REGISSENT LE SYSTEME DU 
COMITE DE GESTION DE L’ECOLES: 
 
L’introduction du Comité de Gestion Scolaire (CGS) remonte à la Loi  N°99-046/du 28 
décembre 1999 portant Loi d’Orientation sur l’éducation. 

 
I – Loi  N°99-046/du 28 décembre 1999 portant Loi d’Orientation sur l’éducation 

Chapitre 3 : De l’établissement scolaire et universitaire 
Article 58 : Il est institué dans chaque établissement scolaire et universitaire un organe de 
gestion. 
Article 59 : L’organisation et les modalités de fonctionnement des établissements scolaires et 
universitaires sont fixées par arrêté des ministres en charge de l’éducation. 
Article 61 : Il est créé un espace de concertation regroupant tous les acteurs concernés par 
l’éducation. Cet espace partenarial a pour objectifs de : 

 Créer un réseau d’échanges entre les partenaires de l’éducation afin de de favoriser 
une bonne circulation de l’information et d’aider à des prises de décision pertinentes ; 

 Mettre en synergie toutes les potentialités pour le développement de l’école. 
Chapitre 4 : De l’espace partenarial 

Article 62 : Le fonctionnement de cet espace partenarial, les rôles et les responsabilités des 
différents partenaires sont fixés par conventions. 
 
La mise en œuvre de certaines dispositions de la Loi  N°99-046/du 28 décembre 1999 
portant Loi d’Orientation sur l’éducation a nécessité l’organisation du forum national. 
 

II - Note sur les résultats du forum sur la gestion de l’école en mode décentralisé 
 

1. Objet : Résultats du Forum National sur la Gestion de l’Ecole en Mode Décentralisé. 
Le Ministère de l’Education Nationale a organisé les 18 et 19 février 2003, au Palais des 
Congrès de Bamako, le Forum National sur la Gestion de l’Ecole en Mode Décentralisé. Ce 
forum s’inscrit dans les objectifs de la loi d’orientation sur l’Education qui, sur le partenariat 
autour de l’école, préconise la création d’un réseau d’échanges entre les partenaires et la mise 
en synergie de toutes les potentialités pour le développement de l’école. ll s’inscrit également 
dans le cadre de l’application de la loi N°93-008 du 11 février 1993 déterminant les 
conditions de la libre administration des collectivités territoriales modifiée, et de l’articulation 
des politiques sectorielles à la politique nationale de décentralisation de l’Etat. 
Le forum a enregistré la participation effective de plus de 250 personnes parmi lesquelles les représentants 
des collectivités territoriales, de plusieurs départements ministériels, des syndicats d’enseignants, des élèves 
et étudiants, des parents d’élèves et des organisations non gouvernementales. 
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2. Objectifs 
 
2-1. Objectif général :  
  Parvenir à une compréhension commune de la politique de décentralisation de l’éducation 
et du processus de transfert des compétences et des moyens de l’Etat aux collectivités 
territoriales. 
 
2-2. Objectifs spécifiques : 
 

- adopter un modèle consensuel de structure participative de gestion de l’école en mode 
décentralisé ; 

- parvenir à une compréhension commune quant à la progressivité du transfert des 
compétences et des ressources aux collectivités territoriales ; 

- parvenir à une reconnaissance des rôles et des responsabilités des différents 
partenaires et acteurs de l’école. 

1 
D’une manière générale le forum offrait l’opportunité à tous les acteurs et partenaires 
d’examiner la problématique des transferts de compétences et des moyens en matière 
d’éducation en vue d’esquisser des réponses consensuelles aux interrogations essentielles que 
soulève l’exercice effectif des compétences transférées aux collectivités territoriales. 

 
3. Résultats atteints 

 
A l’issue des débats  le forum a adopté :  
a) Un modèle consensuel de structure de gestion de l’école en mode décentralisé. 
b) Le principe du transfert progressif des compétences et des moyens aux collectivités 

territoriales. 
c) Les rôles et responsabilités des acteurs et partenaires de l ‘école, éléments dont le 

respect est essentiel pour la bonne gestion des compétences. 
 
 
 
4. Recommandations et suggestions. 
 
  S’agissant de l ‘examen des avant-projets de statuts et règlement intérieur le forum a 

approuvé : 
-  la création de la structure de gestion ;  
- la mise en place de la structure de gestion au niveau de chaque école, groupe scolaire, 

établissement et/ou école à cycle complet ; 
- les modalités de création de la structure de gestion ; 
- la composition de la structure de gestion tenant compte de la spécificité locale, de 

l’ordre d’enseignement et du type d’établissement. 
 
  S’agissant du principe du transfert progressif des compétences et des moyens aux  
 collectivités territoriales, le forum  a fait les recommandations suivantes : 

- la formation par l’Etat des acteurs en vue d’accélérer le rythme de cette progressivité ; 
- la création d’un organe d’opérationnalisation  du processus de transfert des 

compétences et des ressources au niveau régional et sub-régional. 
 

Tout en approuvant les rôles et responsabilités des acteurs et partenaires de l’école et leur 
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complémentarité, le forum a proposé les rajouts suivants :  
 
  S’agissant des collectivités territoriales, leur participation : 

- au suivi et à l’évaluation du système éducatif ;  
- à la détermination des sites des écoles à créer. 

 
 
  S’agissant des Communautés, leur participation à : 

- la définition de la carte scolaire ;  
- la reconstruction (remplacement) et la réhabilitation des infrastructures scolaires. 

 
 S’agissant des Parents d’élèves, leur participation au suivi des activités scolaires. 
 
 S’agissant des syndicats d’enseignants, leur participation : 

- à tout cadre de concertation ou de réflexion sur l’école ;  
- aux discussions et à la relecture des textes relatifs à la vie de l’école. 

 
 S’agissant des Promoteurs d’écoles privées, leur participation à la relecture des   

textes régissant la création, l’ouverture et le fonctionnement des écoles privées 
dans le dessein de moraliser le secteur. 

 
 S’agissant des Associations d’élèves, le dépôt de leurs statuts et règlement intérieur 

auprès de la direction de l’école/l’établissement et du comité de gestion. 
 
L’approbation des résultats du forum par le Conseil des Ministres a permis au département de l’Education 
Nationale, d’institutionnaliser le Comité de Gestion Scolaire (C.G.S.) en tant que modèle de structure de 
gestion de l’école en mode décentralisé, et d’entreprendre les autres actions permettant d’opérationnaliser 
progressivement le décret N° 313 du 4 juin 2002. 
 
Pour ce faire, il a été organisé une restitution des résultats du forum dans les quarante neuf (49) cercles du 
Mali par une équipe composée de représentants de services centraux du Ministère de l’Education Nationale et 
des participants régionaux au forum. 
 
La première réalisation du plan d’actions des recommandations du forum national sur la 
gestion de l’école en mode décentralisé fut la prise de l’Arrêté N°04 – 0469/MEN-SG  du 9 
mars 2004 Portant Création, Organisation et Modalités de Fonctionnement du Comité de 
Gestion Scolaire.  
 
 
ANNEXE 2) LE SYSTEME D’ORGANISATIONS DU COMITE DE GESTION DE 
L’ECOLE AUX NIVAUX DU NATIONAL, DE L’ADMINISTRATION REGIONALE ET 
DES ECOLES (SOUS LA FORME D’ORGANIGRAMME): 
 
Le Comité de Gestion Scolaire (CGS) est mis en place par sa Collectivité Territoriale de 
ressort. Il n’existe pas de fédération de CGS.  

 
Extrait de l’Arrêté N°04 – 0469/MEN-SG du 9 mars 2004 

 
CHAPTIRE 1 : CREATION – MISSIONS 

Article  1er : Il est créé dans chaque établissement scolaire un organe de gestion dénommé 
Comité de Gestion Scolaire (C.G.S.). 

- 119 -



 23

            Le Comité de Gestion Scolaire est un organe de participation des enseignants, 
des parents d’élèves et des autres partenaires et acteurs à la gestion de l’école. 
Article 2 : Le Comité de Gestion Scolaire a pour missions  de :  

- créer et consolider un partenariat au service de l’école ;  
- étudier toute question relative à la vie de l’école ; 
- assurer la fourniture des biens et services utiles à l’école ;  
- préparer la rentrée scolaire ;  

- préparer le bilan financier ; 
-  élaborer et mettre en œuvre le plan de développement de l’école ; 
- préparer le rapport annuel. 

Article 3 :  Le Comité de Gestion Scolaire élabore  les projets d’établissement scolaire et les 
soumet aux collectivités territoriales de rattachement pour approbation après avis des services 
techniques. Il exécute les tâches qui lui sont confiées par la collectivité territoriale à qui il 
rend compte. 
Article 4: Le Comité de Gestion Scolaire a un bureau composé au moins de :  

- un (e) Président (e) ; 
- un (e) Chargé (e)  de projet d’école ;  
- un (e) Trésorier (e) ; 
- un (e) Secrétaire administratif (ve) ;  
- un (e) Secrétaire  à la mobilisation et à la communication ; 
- un (e) Chargé(e) de la scolarisation des filles ;  
- un (e) Commissaire aux comptes.  

Le (a) Directeur (trice) d’école/chef d’établissement, un (e) Représentant (e) des enseignants, 
un (e) Représentant (e) des élèves, deux Représentants (es) des Parents d’élèves et deux 
Représentants de la société civile dont au moins une femme sont membres de droit du Comité 
avec voix délibérative. 
Article : 5 : Le Comité de Gestion Scolaire est lié à la commune, au cercle ou à la région par 
une convention.  
           Il est mis en place en assemblée générale présidée par l’autorité de la collectivité 
territoriale de rattachement.  
           L’assemblée générale regroupe l’ensemble des partenaires de l’école concernée. 
Article 6 : Les ressources du Comité de Gestion Scolaire sont :  

- les cotisations ;  
- les dons et legs ;  
- les contributions ;  
- les prêts ;  
- les bénéfices tirés des activités lucratives. 

Article 7 : La durée du mandat des membres du Comité de Gestion Scolaire est fixée à trois 
ans renouvelables une seule fois. 
            Les fonctions de Président du Comité de Gestion Scolaire, de Directeur 
d’établissement  et de Président  d’Association de parents d’élèves ne sont pas cumulables. 
 

         CHAPITRE II : FONCTIONNEMENT DU COMITE  
DE GESTION SCOLAIRE (C.G.S.) 

 
Article 8 : Le comité de gestion scolaire se réunit une fois par mois en session ordinaire sur 
convocation de son Président. Il peut se réunir en session extraordinaire sur convocation de 
son Président ou à la demande de la majorité simple de ses membres chaque fois que de 
besoin.. 
               Les décisions sont  prises  à la majorité simple des membres du bureau. 
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Article 9 : Le Comité de Gestion Scolaire produit annuellement un bilan financier et un 
rapport d’activités. 
Article10 : Le Comité de Gestion Scolaire établit son règlement intérieur. 
 

 
Un exemple d’appui aux Comités de Gestion  Scolaire : le fonds d’Appui Direct à 
l’Amélioration des Rendements Scolaires » (ADARS) 

 
Le Gouvernement, dans le cadre de l’amélioration de la qualité de l’enseignement et des 
apprentissages, a décidé d’apporter un appui financier direct aux écoles par trimestre pendant 
trois trimestres. Ce fonds dénommé « Appui Direct à l’Amélioration des Rendements 
Scolaires » (ADARS) donne des ressources aux Comités de Gestion Scolaire pour l’achat des 
matériels de base et sert d’appui à l’amélioration de la qualité de l’enseignement. La gestion 
de ce fonds nécessite des hommes et des femmes des Comités de Gestion Scolaire bien 
préparés afin que cet accompagnement de l’Etat touche les populations qui en ont le plus 
besoin. 

 
La Cellule d’Appui à la Décentralisation-Déconcentration de l’Education a élaboré un guide 
d’accès et d’utilisation des fonds de l’ADARS. Elle propose, à partir de critères contenus dans 
le guide, une répartition qui tient compte de la taille des écoles. Toutes les écoles du premier 
cycle de l’enseignement fondamental du pays (école primaire) auront accès à ce fonds en 
2007. 
 
Le principal objectif de cette initiative est la ré-allocation de certaines ressources déjà 
existantes dans le Programme d’Investissement Sectoriel de l’éducation (PISE) en un fonds 
pour une amélioration des rendements scolaires.  Ledit fonds fournira des ressources aux 
écoles pour l’amélioration de la qualité et appuiera la gestion des ressources pour la 
décentralisation au niveau des écoles et encouragera le comité de gestion scolaire à 
l’utilisation du fonds pour l’achat des matériels de base pour les écoles et les élèves.  Les 
ressources seront utilisées sur la base d’une liste approuvée d’items. 
 
Ce fonds n’exclut pas pour les CGS, l’élaboration d’un budget annuel et la recherche de 
financement pour leur projet d’école. Le CGS est appelé à jouer un rôle plus important dans la 
gestion du financement des activités directes des écoles. Des modules ont été élaborés pour 
renforcer leur capacité de gestion.  
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別添３－３：事前アンケート回答（仏語）（セネガル） 
ENQUETE POUR LES PARTICIPANTS DES PAYS DE L’AFRIQUE DE L’OUEST AU 

“SEMINAIRE INTERNATIONAL DU COMITE DE GESTION DE L’ECOLE” 
 

LE PAYS DES PARTICIPANTS＿Senegal＿ 
LES NOMS DES PARTICIPANTS (1) AMADOU MOCTAR NDIAYE  

 
 
L’OBJECTIF DE L’ENQUETE: 
・ La prise en compte au cours du séminaire des problèmes que les participants ressortiront 

dans cette enquête dans chacun des pays. 
・ Amener les participants à identifier les problèmes sur les comités de gestion de l’école qui 

pourront être résolus au cours du séminaire. 
・ Partager, avant le séminaire, entre tous les participants les situations et les problèmes que 

rencontrent les comités de gestion de l’école dans chaque pays. 
NB1) Les réponses à cette enquête reflèteront les avis de l’ensemble des participants d’un 

même pays. 
NB2) Les participants prépareront leur présentation au séminaire en fonction des réponses 

données dans cette enquête. 
 
 
４． SUR LE CONTEXTE POLITIQUE POUR LE SYSTEME DU COMITE DE 

GESTION DE L’ECOLE : 
1-1. Donnez le nom des textes qui régissent le système du comité de gestion de l’école et la 

date de leur adoption. Veuillez les résumez. En plus, vous mettrez le contexte de ces 
textes dans l’ANNEXE 1. 

R-1-1-C’est le décret portant création et fonctionnement des organes décentralisés de gestion 
du PDEF. Décret n°2002 652 DU 2 juillet 2002.  

1-2. Donnez le système d’organisations, sous la forme d’organigramme, du comité de gestion 
de l’école aux niveaux national, de l’administration régionale et des écoles dans 
l’ANNEXE 2. 

R-1-2- (Voir annexe 1) 
1-3. Quels fonctions et rôles les textes de votre pays donnent-ils aux comités de gestion de 

l’école ? 
R-1-3-Les textes permettent aux comités de gestion de l’école d’avoir une certaine autonomie 

dans la gestion, autonomie dans les prises de décision pour régler, intégrer et prendre 
en charge les besoins d’éducation à la base. Autonomie dans la correction des 
disparités au niveau local. Autonomie dans la gestion matérielle, administrative et 
financière dans le respect des manuels de procédure, autonomie dans la mise en place 
de dispositif de planification stratégique dans la demande en éducation.  

1-4. Donnez le nombre de personnes en charge du système de gestion de l’école aux niveaux 
national et régional ? 

1-5. Quel budget est alloué au système de gestion de l’école par le gouvernement et par 
l’administration régionale? 

 
５． SUR LE COMITE DE GESTION A CHAQUE L’ECOLE; 
2-1. Donnez la composition des membres du comité de gestion de l’école dans votre pays et 

les modalités de choix des membres. 
R-2-1-Les membres du comité de gestion nommés par arrêté du Maire ou du président de la 

communauté rurale (PCR) selon le cas sont : 
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-le délégué de quartier (ou chef de village) 
-le représentant du conseil municipal (ou rural) 
-le directeur de l’école 
-le personnel enseignant de l’école 
-le personnel administratif de l’école 
-le personnel de service de l’école 
-les représentants des élèves 1(un) à 6(six) membres de la coopérative scolaire 
-les deux (2) représentants de l’APE 
-un (1) représentant par ONG, OCB, GPF, ASC et autres organisations locales. 
Le CGE peut s’adjoindre en qualité d’observateur, toute personne ressource dont la 

compétence est utile à l’exécution de sa mission.  
2-2. Existe-il un système de formation pour améliorer la capacité des membres du comité ? Si 

oui, quel est le contenu ? 
R-2-2-Il existe bien un système de formation pour améliorer la capacité des membres du 

comité. 
Les contenus sont relatifs à : 
-la micro planification  
-l’élaboration et la mise en œuvre des projets d’école 
-la gestion des projets d’école 
-la gestion matérielle et financière 
2-3. Elaborez-vous des plans d’action du comité de gestion de l’école? Et comment les 

élaborez-vous? 
R-2-3-C’est le comité de gestion de l’école qui élabore lui-même son plan d’action. Il 

l’élabore en tenant compte des objectifs du projet d’école. 
2-4. Comment les activités du comité de gestion de l’école au niveau local sont-elles 

financées? 
R-2-4-Au niveau local les activités du comité de gestion sont financées grâce à l’appui de la 

municipalité ou du conseil rural, des membres de la communauté, des mécènes. 
2-5. Y a-t-il un système de feedback des résultats au comité de gestion de l’école ? Si out, 

comment est-il organisé ? 
R-2-5-Il y a souvent un système de feedback des résultats au comité de gestion de l’école. Ce 

feedback est souvent organisé périodiquement en fin d’année scolaire ou en début 
d’année sous forme d’assemblée générale. 

2-6. Les comites de gestion de votre pays mènent-ils des activités autres que celles définies 
par les textes régissant le système de gestion de l’école ? Si oui, quelles sont-elles?  

2-7. Existe-il un système d’échanges entre les comités de gestion des écoles dans votre pays? 
Si oui, comment cela se passe-t-il ? 

R-2-7-Il existe souvent des échanges d’expérience entre les comités de gestion surtout dans 
les CLEF lors de l’élaboration des PLDE 

    Il s’agit pour chaque comité de gestion de montrer les initiatives heureuses qu’il a 
entreprise pour régler des problèmes de leur milieu.  

2-8. Quel est l’apport de la population dans les activités du comité ? Et y a-t-il une 
association des parents d’élèves? Si oui, quelle relation a-t-elle avec le comité de 
gestion de l’école ? 

R-2-8-Oui, il y a un apport réel des populations mais au cas où la sensibilisation est bien faite 
et si elles adhérent au projet d’école. 

    -Oui, il y a une association des parents d’élèves. C’est d’ailleurs un passage obligé. Un 
espace de rencontre et d’échanges entre parents d’élèves. 

    -L’association des parents d’élèves appuie le comité de gestion qui,du reste,demeure un 
cadre fédérateur de toutes les activités péri et parascolaires. 
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2-9. Quel est l’avis des partenaires techniques et financiers sur les comités de gestion de 
l’école dans votre pays ? Quel type d’appui apportent-ils ? 

R-2-9-Les partenaires techniques orientent, suggèrent et donnent des conseils surtout par 
rapport au respect des manuels de procédure. 

    Leur apport peut être d’ordre matériel, financier ou un appui-conseil. 
 

６． SUR LES PROBLEMS ET LA DISPOSITION; 
3-1. Quels sont les problèmes auxquels sont confrontés les comites de gestion de l’école 

dans votre pays? Et quelles sont les dispositions qui sont prises pour résoudre ces 
problèmes? 
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ANNEXE 1) LE CONTEXTE DES TEXTES QUI REGISSENT LE SYSTEME DU 
COMITE DE GESTION DE L’Ecole : 

Le contexte de ce texte : c’est la décentralisation qui consacre le transfert des compétences 
aux collectivités locales. C’est également le plan décennal de l’éducation et de la 
formation. 

 
     

1-2- C O N S E F 
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                  C R C S 
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                    C G E 
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